
きかんくせん

サイレ γ等がある。

14 その他の設備

消火せん，従事員通路，貨物自動車通路，釧7.k設耐iì~i宇がある 。

{鈴木宏)

きかんくせん 機関区線 (英) engine office track 機関車

が所定の仕業を終り，つぎの仕業までの間検査，修繕， 給段7.1<，

収容等を行うための諸線路。機関区にはその規模に応じ極々の

使命をもった線路が必要となるが，磁関区内の作業I1関序はだい

たい下記のようになっている。

入区一灰整理，給炭水砂 /収容\仕業検査，ー出庫軽量待ー
'''-検修/

出区。

ゆえに区内配線はこれらの作業に応ずるよう，なるべく一方交

通にして競合を少な く している。

l 車庫内線路

(1) 丙修繕線

燦I見) 1巨の定期修繕には走行キロと回帰月数より I')J ，乙，丙の

各極修繕があり，機関区では肉修絡を行う。丙修繕とは機関車

の走行キロ(形式別により異なる)が，蒸気峨|鴻事は 30，000-

50，000km，電気儀|葉) l)iは 20，000-60,000 km ごとに， また前閉

より 12 筒月経過したものに付き解体して全般にわたり検査・

修繕を行うもので，この丙修繕施行儀関区においては，修繕坑

を設けた丙修繕線を設置し， 車体高上用にビームジャッキ(電

気磁|葉l事用には リ フテイングジャ ッ キ)，また重量品運搬用に

天井(てんじよう) !/レ ー ン，そのほか各鍾工作繊倣 ・ 器具を有

する職場等を付属させる。

なお丙修繕の車数および線路延長の算定は付表のとおり。

(2) 区修繕線

随時発生する修繕を行う線路で修繕坑を設け，車輪l反替，率

制l ・ 制l箱等の検査および曲線の多い線区の車輪片ベ リ防止上の

車輪仮替作業を行うため本ドロップピヴトを設備する。修繕線

の容量は個々の笑絞より査定するほかないが， だし 、たい 80 両

く らいまで l 線で間に合うようである。

(3) 車輪積込線

主として丙修緩および区修繕の際工局送り，または逆に工場

からの到着車輸を取扱うための貨車留置線で丙修繕線， 区修繕

線におのおの 1 線ずつ必要であるが，車庫 ・ クレ ー γ等の鱗造

上共用する場合が多い。この積込線には隣接の区修または丙修

繕線よりドロップピ y ト ， モノレーノレクレ ー γ等が接続する。

(4) 交番検査線

控控除)Ïドは甲 ， 乙 ， 丙各修繕施行時または滞気機関車は 5，500

km ， 電気憾|羽車は 7，000km ごとに，または市]悶検査より 40 日

(電織 25 日)を超過したものについて各部の状態，作用の良否

を解休せずに調べる交番検査を行う。

これがため交番検査線には検査坑，圧さ く 空気等の設備を設

けるほか，この線路は特に車体の水平を検査するため， 50kg 

レーノレを用い水平狂いのないように施行・保守しなければなら

ない。検査坑は電気機関車用には制服j引俸の関経等のため使手1I

なようにサイドピットを有するプー ノレ型とする。交番検査問数

の算定はつぎの式による。

蒸気機関車 002t (両分)

ただし交番回帰日数趨過の場合は 063 
ここに γ= 1 筒月機関車走行キロ

R=交番検資標準回帰キロ 5，500km

N =回目白岡数

D =交検回帰日数 40 日

NY 
氾気後|耳)1ド ーR- c (両分)

ただし Il'!I帰日数超過の場合は ~(両分)
25 

こ こ に N=配f世間数

Y=酉Mlî 1 両当り l 日平均運転キロ

R=交番検査際準回帰還転キロ

c=係数

15 ) 洗 缶線

蒸気機関車の缶水はその使用水質により大いに異なるが，だ

いたい 25 日に 1 聞くらい缶水を落し ， m\火の状態にして缶 ・

鋭管等の検査，水垢(みずあか)の婦除等を l'f う。特に水質の惑

い所は洗缶と洗缶との聞に水狼替を行う所もある。洗缶線には

担| 気幸11mの粗水洗街装置，またはイ γゼクタ式洗缶装置ならび

にt1H~Yi装置，検査VL，蒸気 ・ 水 ・ 圧さく空気取管等を設ける。

洗Trr線の容量はつぎのように算定する。

12t 附)
ここに N=配置両数 D =配置 1 両当 り平均洗街回帰日数

(6) 仕業検査線

仕業検査すなわち蒸気後関車 600km ， í1f.気儀|調車は仕業の

つど外部より走行部の作用を検査・注油する線で検査坑，給油

装置を設ける。その容量は最大 1 時間施行雨数 4 両までのとこ

ろならば 1 両分を必要とする。

(7) 収容線

屋内と屋外収容線とがあり ， 屋内収容線は寒冷地のみに設け

る。

18) 融雪線

寒冷i也においては検修線に入れる前， 1Jï休下部に氷雪が氷結

して検査関難なものを徹雪障に入れて熱風害事で持軍かす装置をし

た線。

(9) 操重車線

事故復旧用操短11匹(クレ ー ン事)および復旧資材自主込貨車を

留 1白待織させて悦〈線。なお以上車庫内線の長さ間隔等につい

ては事俊関車j章。

2 車庫外線路

(1) 入庫線

tl: 1巣を終えた機関車が最初に到着する線で紛炭水線への待合

わせ等を行う。

(2) 給炭水線

機関車の石炭，迎転用水，砂を補給する線路で，紛炭線には

その機関区の 1 日使用石炭量により平だな石炭台，または高架

貯段階(そう)を有する儀械給炭設備， 給砂装置， 集灰坑， 灰抗，

給水柱等を設備する。

(3) 儀回り線

駅と担韓関区との閥，駅榊内の織待線(踏襲|羽車付稜駅で本線に

近 く ， 交替後関車の待韓基する線路)と着発線との聞のように，

主として俊閥単の専用通路線とするものをいい， ほかの線と作

業上なるべく競合を避けるため立体交差する場合もある.

(4) 転向線

主として蒸気機関車が終端釈に到着した場合，また機関車庫

等で，ほかの線に転線するために設ける設備で，大別すればつ

ぎの 3 極類がある。

ア 移転車台
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